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けいはんな View 特集：けいはんなと万博 せんい館 

令和 5年（2023）3月発行：公益財団法人関西文化学術研究都市推進機構 

けいはんな View は学研都市の新しい

動きや関係機関の皆様方の活動を始

め、地域の文化や催事情報などをお届

けする学研都市の広報誌 

（年間 4回発行） 

EXPO 2025 にむけて大阪・関西万博の

特集を組まれ、その一つ「万博いまむ

かし⑧」が掲載されました。 

今回は EXPO‘70 パビリオン編：「せん

い館」を紹介。 

 お祭り広場の大屋根を突き破る太陽

の塔の北側に「せんい館]があった。ス

キーのジャンプ台のような白銀の屋根

は繊維が持つなだらかな曲線をイメー

ジし、その中央に突き出た深紅のドー

ムのコントラストが映える。ドームの

まわりには建築工事用の足場が組まれ

工事作業員の人形が乗っている。 

造形ディレクター横尾忠則氏が建築途

中の瞬間を「凍結」した、動きのない世

界は未完成の美を表している。 

ロビーには 15体の巨人人形「ルネ・マ

グリットの男」たちが出迎える。帽子

からは赤いレーザー光線があや取り遊

びを描く。 

繊維の未来を表現した空間ディスプレ

ー。世界各国から贈られた布地で色と

りどりに編まれた布は伝統と祝祭のシ

ンボルを表現していた。 

 

紙面のバックに「せんい館」の写真（右

下）を、赤色だけ際立たせたモノクロ

写真に加工して使用。 EXPO‘70「せんい館」 

写真撮影：厚見昌彦氏 


